
0

・家庭でのCO2削減（電気・ガス削減、太陽光
発電等）にインセンティブを与え環境行動の
促進を図る。
・企業のカーボンオフセットやCSR活動の一環
として購入していただき、環境アピールに活
用していただく。
・地域でのお買い物促進につなげる。
・京都府全体でのCO2削減意識を向上させ削
減を進める。

京都エコポイントモデル事業の目的
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○家庭 約３０００世帯
○企業 京都企業を中心に20～30社
○協力店 商店街KICS約１２００店、PiTaPa

○運営主体 「京都CO2削減バンク」
※バンクの運営主体「京都環境行動促進協議会」設立（20年5月）
（京都府地球温暖化防止活動推進センター、商工会議所、
工業会、金融機関等関係団体により構成）

○企業・家庭募集開始 平成２０年８月～

京都エコポイントモデル事業の概要
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京都エコポイントモデル事業基本スキーム

参加世帯
（3,000世帯）

京都企業等

京都ＣＯ2削減
バンク

全国エコポイント
運営会社

クレジット
カード会社

協力店
（商店・交通機関等）
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省エネ、新エ
ネ導入による
CO2削減

CO2削減価値
（カーボンクレジッ
ト）を販売

購入代金の
支払（ポイン
ト原資の提
供）

ポイント付与
・原資

ポイント確認

ポイント還元依頼・原資

ポイント還元請求

ポイント還元依頼・原資

マイナス伝票
の送付・原資

キャッシュバック

★ﾎ゚ｲﾝﾄ残高 3,000P

★CO2削減量 600kg-CO2

クレジットカード
決済サイクル

【企業のメリット】
・京都府条例に基づくＣＯ2削減計画書の
削減量にカウント
・カーボンクレジット購入を認証
・イベント等に活用し、環境配慮をアピール

※現時点での案であり、今後、修正
させていただく可能性もあります。

■CO2削減ﾊ゙ﾝｸ提供
◆KICS加盟店代金割引
５００円割引 500P

1,000円割引 1,000P

 &  & P

■○△㈱提供
ﾃ゙ｨｽ゙ﾆー ｸ゙ｯｽ゙ 1,000P

 &  & P
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京都環境行動促進協議会(京都ＣＯ2削減バンク)の組織体制

会 長
（特活）京都地球温暖化防止府民会議

理事長 郡嶌 孝
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事務局
（特活）京都地球温暖化
防止府民会議

副会長
（特活）京都地球温暖化防止府民会議

副理事長 浅岡美恵

構成員

監 事
（特活）京都地球温暖化防止
府民会議 監事 清水仁志
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Ｂ ｔ ｔ ％

Ｃ ｔ ｔ ％

＊１ ｔ ＊２ ｔ ％
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kwh ｔ

GJ ｔ
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ｔ ｔ

＊３ ｔ

＊１ ｔ ｔ ％

増減率

（計画）

（二酸化炭素換算）

輸送車両排出区分

（二酸化炭素換算）

（　　）年度 （　　）年度

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

基準年度（実績） 目標年度（計画）

事業所等排出区分

その他排出区分

排出合計

目標設定の考え方

森林の保全及び整備 （整備面積）

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力又

は熱の供給

（売電量）

（熱供給量）

（利用量）

家庭における温室効果ガス排出量

の削減効果分の購入
（購入量） （削減量）

増減率（計画）

（排出合計－削減等合計） (*2)-(*3)

目標年度（計画）

（削減量）

（削減量）

（削減量）

（吸収量）

目標年度（計画）差引排出量

その他の地球温

暖化対策による

温室効果ガスの

削減量等

対策等の区分

取組量等 （二酸化炭素換算）

グリーン電力の購入 （購入量） （削減量）

削減量等合計

基準年度（実績）

京都府地球温暖化対策条例に基づく排出量削減計画書の提出事業者が、計画書中のその他
削減（補完的措置）として、家庭における温室効果ガス排出量の削減分（カーボンクレジット）の購
入によってカーボンオフセットした量を差引記載することを認める。

＜削減計画書（抜粋）＞

＊排出量からの差し引きを認める。

府条例の補完的措置としてのカーボンクレジット活用


